
地域内住民の高齢化が進むにつれて、集落活動
センター(以下、センター)の活動を担う役員も
高齢となり、センターの維持や活動継続が課題
となっています。また、地域内には耕作放棄地
が目立つようになり、個人での対応が難しいた
め、センターが主体となって若い方の参加を促
しながら、課題解決に取り組みます。
                 竹葉 傳

開設時期 平成25.5.26

運営主体 大宮地域振興協議会

構成集落 大宮上、大宮中、大宮下

人口・世帯数 180人、102世帯（R8.１月末時点）

地域の自慢

•四万十市の中心街まで約50kmの山間部に位
置する人口180人、102世帯、高齢化率65.5％
の集落です。
•令和８年は、ブランド米である「大宮米」が
献上米に選ばれたこともあり、これをきっかけ
に更なるブランド化を進めます。

○ 地域のこれから 

○ 主な活動内容

◆安心・安全サポート
 ・配食サービスの実施
   ・集いの場づくり（交流サロンの整備）
 

○ 活動への思い 

拠点施設
情報

株式会社 大宮産業
（四万十市西土佐大宮１５７８）
０８８０－５３－２１００

大宮集落活動センターみやの里（四万十市）

◆体験交流・定住サポート 
 ・田植え等農作業体験イベント
 ・ピザ焼き体験の実施 
 ・田舎暮らし体験の実施 
 ・空き家調査の実施 
 ・受入態勢整備
 （医師公舎設備、キャンプ用品整備） 

◆農林水産物の生産・販売 
 ・集出荷の取り組み 
 ・米のブランド化（大宮米）、
  精米サービスの実施
 ・耕作放棄地等を活用した大宮米等
  の栽培

R8年度から、耕作放棄地等を活用して、県幡多農業振興セン
ター、JA、西土佐農業公社等の支援を受けながら、大宮米を
栽培する取り組みを進め、収益を上げることにより、集活セ
ンターの地域リーダーとしての後継者の育成も視野に入れて
います。


